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【中央図書館 開館日カレンダー】

4・5月の図書館イベント情報
■対面朗読ボランティア養成講座
対面朗読とは、視覚に障がいがあるなど活字での読書が困難なかたのために、「目の代わり」と
なって指定された資料を読む図書館サービスです。当講座では対面朗読ボランティアとして従事
していただくために必要な知識や技術について学びます。

※イベントの詳細は図書館ホームページまたは館内のちらし・ポスターをご覧ください。

時間 14時から15時30分まで
場所 りぶら1階会議室103
定員 20人(先着)
申込 4月22日(月)受付開始

日程 5月13日
6月10日
7月 8日
第2・第4月曜日

5月27日
6月24日
7月22日

購入した本は、図書館の資料として貸出ができるようにな
るまでに、バーコードラベルを貼ったり、保護のための
カバー用フィルムをかけたりといった工程があります。
図書館ではそれらの工程を“本の装備”と呼んでいます。
今回は、そんな本の装備で使っているモノを紹介します。

「バーコード
ラベル」

「2段ラベル」
複数色あります。
請求記号をプリン
トし、本の背表紙
に貼るラベルです。

「カバー用フィルム」
私たちは“ブッカー”と呼んでいます。
本のサイズに合わせてブッカーの大きさ
も調整をしています。
本にキレイに貼れる
ようになるには経験
が必要です。

「蔵書印」
本の上（天と呼ばれるところ）に「図書館の本
ですよ」と判を押します。

どの本も同じ高さ
になるように、こ
の道具で目印をつ
けます。

ご応募お待ちして
おります！



②展示「動物と共に生きる」
人と動物が共に生きるためにヒント
となりそうな本を「野生動物」「家
畜・ペット」に分け展示します。
期間：4月1⽇〜4月30日
※予告【みんなで考える児童虐待】

③高札展示「香りとにおい」
楽しむための「香り」があれば、
「香害」なんていう言葉も…。奥
の深〜い「香り」と「におい」に
まつわる本はいかがですか？
期間：4月1⽇〜4月30日
※予告【猿】

④ビジネステーマ「新社会人のため
の知っておきたいビジネスマナー」
４月から新社会人としてスタートす
る方、すでに働いている方、社会人
として知っておきたいビジネスマ
ナーの基本についての本を紹介しま
す。
期間：4月1⽇〜5月31日
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図書館だより vol14 隔月発行

図書館だよりでは、図書館の
イベント案内やお知らせ、本
の情報などをお届けします。

発行
岡崎市立中央図書館
〒444-0059
岡崎市康⽣通⻄４−71
電話：0564-23-3111
FAX ：0564-23-3165

①テーマ展示「はじめまして」
新年度が始まり、初対面の人と接する機会が増
えてきます。コミュニケーションについての本
や、新しく何かを始めたい人向けの本などを集
めました。
期間：4月1⽇〜5月14日
※予告【わたしの時間】

貸出の多い本ベスト１０(一般書)
１位 危険なビーナス 東野圭吾／著
２位 九十歳。何がめでたい 佐藤愛子／著
３位 蜜蜂と遠雷 恩田陸／著
３位 マスカレード・ホテル 東野圭吾／著
５位 コンビニ人間 村田沙耶香／著
６位 昨日がなければ明日もない 宮部みゆき／著
７位 祈りの幕が下りる時 東野圭吾／著
８位 素敵な日本人 東野圭吾／著
９位 ラプラスの魔女 東野圭吾／著
10位 沈黙のパレード 東野圭吾／著

（期間:1/1〜2/28）

船の舳先にいるのかと錯覚しそうな家、双子

の住む左右対称の家、広いカウンターのある

家など13の家の間取りから生まれた物語。著

者はかなりの間取り好きとあって、間取り図

付きです。不思議な物語あり、ロマンス物あ

り、と読んだ後、部屋の模様替えやリフォー

ム、または引っ越しがしたくなるかもしれな

い1冊です。

間取りと妄想

著 者 大竹 昭子

出 版 社 亜紀書房

発 ⾏ 年 2017.6

所蔵場所 2階 Ｆ913.6/オオ

月の文学館 月の人の一人とならむ

著 者 和田 博文／編

出 版 社 筑摩書房

発 ⾏ 年 2018.7

所蔵場所 B918.6/ツキ

浅⽥次郎「⽉下の恋⼈」、中原中也「都会の夏

の夜」、萩原朔太郎「⽉の詩情」など、ジャン

ルや年代もさまざまな、⽉がテーマのアンソロ

ジー。ふと月を眺めたくなるような作品ばかり

です。

同出版社で『星の文学館』『猫の文学館1』『猫

の文学館2』もあります。
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